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 「暮らし」の再建 Ⅰ 生活・雇用 

《《  「「暮暮ららしし」」のの再再建建（（ⅠⅠ））  》》  

  

  

 

■ 基本的考え方 

  被災者が一日でも早く安定した生活に戻れるよう、まちづくりと一体となった安全で良質

な住宅及び宅地の供給を進めるとともに、住宅再建・確保に際しての様々なニーズに対応

する各種支援制度及び相談窓口を設置する。また、被災により雇用情勢が深刻化している

ため、緊急的に雇用の維持・創出を図るほか、内陸地域と沿岸地域との連携の下に地域の

産業振興を図り、女性・高齢者・障がい者・若者を含め安定的な雇用の場を創出する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 被災者の住宅再建に向けた資金面等での支援 

 

 

概 要                       

被災者の生活の安定や住宅再建に向けた資金面等での支援、住まいや生活全般に関わ

る相談に応じられる体制の整備、被災者が安全に安心して暮らせる住宅や宅地を供給す

るなど生活再建を促進 

 

取組項目① 被災者の生活の安定と住環境の再建等への支援 

「暮らし」の再建 

ⅠⅠ  生生活活・・雇雇用用  
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 「暮らし」の再建 Ⅰ 生活・雇用 

 緊急的な取組 

・ 被災者の生活再建に向けた状況を把握するため、被災者カルテの整備を支援 

・ 住宅ローンの二重債務の解消に向けた支援 

・ 義援金、被災者生活再建支援金等による生活支援 

・ 被災者の避難所生活を早期に解消するため、応急仮設住宅の建設や公営住宅等の空き住戸

の有効活用を進めるとともに、公営住宅等に居住する被災者に対する家賃負担を軽減 

・ 生活再建に向けた被災住宅の新築や修繕等に対する支援 

・ 避難施設や応急仮設住宅と学校・病院等を結ぶバス路線の運行支援 

・ 被災者の生活の安定に向けて、住まいや生活全般に関する様々な相談に対応できる体制を

整備 

 短期的な取組 

・ 応急仮設住宅入居者等が、早期に安定した住生活を営めるよう、安全で良質な公的賃貸住

宅の供給を推進 

・ 住宅再建に向けた各種支援制度の創設及び充実 

・ 被災者が安全に安心して暮らせる新たな住宅及び宅地の供給を推進 

 中期的な取組 

・ 被災者が安全に安心して暮らせる新たな住宅及び宅地の供給を推進（再掲） 

・ 避難機能や地域コミュニティに配慮した複合型集合住宅の整備 

・ 高齢者等が快適に暮らせる居住環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

被災者の生活の安定と住環境の再建等への支援 

 

仮設住宅建設完了
後、速やかに公的賃
貸住宅の建設に着手 

災害復興公営住宅等の 

公的賃貸住宅の供給  

             
             
  

避難機能や地域コミュニティに配慮し
た複合型集合住宅の整備、高齢者等が快
適に暮らせる居住環境の整備 

 

住宅再建に向けた各種支援制度の創設及び充実、      
新たな住宅及び宅地の供給 

 

被災者カルテ整備支援、バス路線 
の運行支援、住宅ローンの二重債 
務の解消に向けた支援 

応急仮設住宅の早期建設、 
公営住宅の空き住戸活用、 
公営住宅等の家賃負担軽減、 
被災住宅の新築・修繕等への支援 

被災者の生活の再建に向けた相談支援   

 

義援金、被災者生活再建支 
援金の支給 、相談に対応で 
きる体制の整備 
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 「暮らし」の再建 Ⅰ 生活・雇用 

 

 

 

 

 

 

◆ 緊急雇用創出事業のスキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 雇用調整助成金や雇用保険等による労働者の雇用維持 

・ 雇用対策基金を活用した離職者等の雇用創出 

・ 復興需要等による一時的な雇用増大に向けた雇用のマッチング 

・ 復興需要に対応した離職者等の再就職に向けた職業訓練等の拡充 

・ ワンストップ形式の出張労働相談会等の開催によるきめ細かな生活・就労支援 

 短期的な取組 

・ 被災した離職者等を受け入れる企業の確保に向けた支援や、内陸地域の企業への雇用拡大

の要請 

 中期的な取組 

・ 産業の復興と併せた雇用創出への支援や、職業訓練等の実施による新たな産業分野に対応

する人材の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組項目② 被災地域の雇用維持・創出と就業支援 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

概 要                       

深刻化する被災地域の雇用情勢に対応するため、雇用の維持と産業振興による雇用の創

出を図るとともに、離職者等の雇用相談や再就職に向けた職業訓練等を実施 

取組項目② 雇用維持・創出と就業支援 

雇用維持・創出と就業支援 
ワンストップ形式の出張労働相談
会等の開催によるきめ細かな生
活・就労支援 

雇用対策基金等による雇用の創出と離職 
者等の再就職に向けた職業訓練の拡充 

被災した離職者等を受け入れる企業の確保 
支援や内陸地域の企業への雇用拡大の要請 

産業の復興と併せた雇用創出への支援や、職業訓練等 
の実施による新たな産業分野に対応する人材の育成 
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 「暮らし」の再建 Ⅱ 保健・医療・福祉 

  

  

  

 

■ 基本的考え方 

  被災者の心身の健康を守るため、被災した医療機関や社会福祉施設等について早期に機能

の回復を図るとともに、きめ細やかな保健活動やこころのケア、保護を必要とする子どもの

養育支援などを実施する。 

また、新たなまちづくりにおいて質の高い保健・医療・福祉サービスを継続的に提供する

保健・医療・福祉提供体制を再構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 保健・医療・福祉提供体制の整備(イメージ図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要                       

被災者の心身の健康を守るため、被災した病院や診療所等の医療提供施設及び高齢

者・障がい者（児）福祉施設、保育所等の機能の回復を図るとともに、新たなまちづく

りに連動した災害に強く、質の高い保健・医療・福祉提供体制を整備 

取組項目① 災害に強く、質の高い保健・医療・福祉提供体制の整備 

「暮らし」の再建 

ⅡⅡ  保保健健・・医医療療・・福福祉祉  

二次保健医療圏 

救命救急センター・拠点病院 

地域医療機関（病院･診療所） 

在宅ケア・訪問看護・ 
居宅介護サービス事業所、 
小規模多機能型居宅介護事業所等 地域包括支援センター、 

保健センター等【市町村】 

中核的病院 

介護保険施設、 

障がい福祉施設等 

連携・支援 遠隔医療 

ドクターヘリ 



 

34 

 

 「暮らし」の再建 Ⅱ 保健・医療・福祉 

 緊急的な取組 

・ 病院や診療所等の医療提供施設及び高齢者・障がい者（児）福祉施設、保育所等の機能回

復を図るため、被災地の被害状況に応じて、サービス拠点の仮設整備、施設の復旧、スタッ

フ確保等の施設運営体制を支援 

 短期的な取組 

・ 災害時の医療救護体制の充実や医療機関のライフラインの確保を推進 

・ 被災地における医師、歯科医師、薬剤師、看護師、保健師、栄養士及び介護職員等の保健・

医療・福祉従事者の重点的な確保と多様な人材の育成 

 中期的な取組 

・ 新たなまちづくりと連動し、人口集積の状況や高齢者等の支援ニーズに対応した保健・医

療・福祉施設を整備 

・ 地域の保健・医療・福祉の関係機関の機能を最大限に発揮する「遠隔医療」の導入等によ

るネットワークの再構築 

・ 高齢者等の要援護者が地域で安心して生活できる保健・医療・福祉の連携による地域包拢

ケアシステムの構築 

・ 大規模な災害の発生に備え、市町村保健センターや介護保険・障がい福祉施設に防災機能

を付加するとともに、総合保健福祉機能と防災拠点機能を併せ持つ公設民営型複合施設を整

備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

災害に強く、質の高い保健・医療・福祉提供体制の整備 

応急仮設住宅地域における相談、デイサービス、 
訪問介護・看護、生活支援等を包拢的に提供する 
サポート拠点の運営体制への支援  

  
    ト拠点の整備 

総合保健福祉機能と防災拠点機能 
を併せ持つ公設民営型施設の整備 

     
           

仮設診療所（薬局を含む）の整備、沿岸地域 
の中核的病院の機能回復、医療提供施設の 
復旧支援  

高齢者・障がい者（児）・児童福祉施設等の整備、各種福祉サービス等の 
提供体制の再構築、地域包拢ケアシステムの構築                

  
  

平成23年中に地域医療機関の 
仮設診療所を整備 

                 災害時における医療支援体制と 
                救急医療・搬送体制の充実強化 

 
・医療、保健活動、こころのケア等の 

                           総合支援の仕組みづくり       
・自家発電等ライフラインの整備・充実 
・ドクターヘリの導入、搬送拠点整備  

       

サポート拠点の 
整備を順次開始 

医療機関の整備支援（高台への移転等まちづくりと連動した整備・災害対応機能の強化） 
と遠隔医療を含めた保健・医療・福祉ネットワークの再構築    

   被災地の医療スタッフ等の 
確保・多様な人材の育成 

       

施設整備を順次実施 高齢者・障がい者（児）・児童福祉施設等の 
復旧、運営体制への支援 

 
    

   
医療スタッフ派遣等運営体制への支援 
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 「暮らし」の再建 Ⅱ 保健・医療・福祉 

 

 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 被災者の状況に応じたきめ細かな保健指導や栄養指導、口腔ケア活動等の取組支援や「こ

ころのケアチーム」による住民等へのこころのケアの実施 

・ 保育所職員等支援者に対する研修の実施や遊び場の提供等により、被災した子どもの不安

解消や情緒の安定化を図るとともに、被災孤児の適切な養育環境を確保 

 短期的な取組 

・ 「こころのケアセンター（仮称）」等の設置や精神医療体制の強化により被災者に対する

きめ細かなこころのケアを実施 

・ 「子どものこころのケアセンター」を設置し、被災した子どもに対するこころのケアや支

援者への技術的支援を実施 

・ 被災孤児・遺児の成長に伴う養育ニーズの変化に対応した、児童相談所等による継続した

支援を実施 

 中期的な取組 

・ 行政や公的団体等の取組に加え、地域のボランティア等多様な主体の参画による地域ぐる

みでの健康づくり、栄養、口腔ケア活動を推進 

・ 精神保健医療福祉体制の充実を図り、精神的問題を抱える被災者等への専門的ケアを継続

的に実施 

・ 長期にわたり子どものこころのケアを推進するため、被災児童に対する学校教育と連携し

た継続的な支援体制を整備 

・ ひとり親家庭等の生活の安定に向けた自立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

概 要                       

きめ細かな保健活動とこころのケア活動を推進するとともに、保護を必要とする子

どもたちの養育を支援 

取組項目② 健康の維持・増進、こころのケアの推進や要保護児童等への支援 

健康の維持・増進、こころのケアの推進や要保護児童等への支援 

「こころのケアセンター（仮称）」、地域ケア拠点、  
「子どものこころのケアセンター」の設置 

  
           

行政や公的団体等の取組に加え、ボランティア活動と連 
携した地域ぐるみでの健康づくり、栄養、口腔ケア活動 
の推進やストレス関連障がいに対する専門的ケアの提供  

      
  
  

児童相談所等による継続した支援 
（親族里親等に対する児童養育相談や情報提供）      

           

保健師、栄養士等による保健活動への 
支援や「こころのケアチーム」による 
こころのケアの実施       

       

平成23年6月に「子どものこころの
ケアセンター」を設置（順次機能を
拡大予定） 

震災直後から、保健師による調査・指
導、栄養士による栄養指導、歯科医師等
による口腔ケア活動を順次実施 

保育所職員等支援者に対する研修等の 
実施や被災孤児の養育環境の確保  
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 「暮らし」の再建 Ⅲ 教育・文化 

  

  

  

 

■ 基本的考え方 

  学校、家庭、地域が協働して子どもたちの心のサポートを行うとともに、東日本大震災津

波体験を踏まえた防災教育や復興に対する自己の在り方などを総合的に学ぶ全県的な教育

プログラムを進めることにより、子どもたち一人ひとりの学びの場の復興を図る。 

  また、生きる活力を生み出し、地域の誇りや愛着を深めるため、文化芸術活動の振興や伝

統文化等の保存・継承を支援する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 児童生徒への心のサポート体制の充実 

 

「暮らし」の再建 

ⅢⅢ  教教育育・・文文化化  

概 要                       

学校教育の早期正常化のため、被災等によって心にダメージを受けた児童生徒へのき

め細かな対応や心のサポートのための体制強化を推進するとともに、児童生徒が安心し

て就学できる教育環境の整備を推進 

また、大震災津波の体験を踏まえ、災害の知識や身の守り方、自己の在り方、復興に

おける自分自身の役割、地域との関わり方、郷土の将来像の創造等、様々な要素を組み

入れた「いわての復興教育」プログラムを構築 

取組項目① きめ細かな学校教育の実践と教育環境の整備・充実 
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 「暮らし」の再建 Ⅲ 教育・文化 

 緊急的な取組 

・ 県内外の臨床心理士の被災校への派遣による児童生徒の適切な心のサポート 

・ 「いわての復興教育」プログラムの作成及び各学校への導入と実践 

・ 児童生徒が安心して就学するための学校施設の復旧整備と通学手段の確保 

・ 被災児童生徒の学習支援等きめ細かな対応のための加配教員の配置 

・ 大震災津波により親を失った児童生徒等の支援のための「いわての学び希望基金」を活用

した給付型奨学金制度の創設 

 短期的な取組 

・ 「いわて子どものこころのサポートチーム」の県内公立学校への派遣や、「こころのサポ

ート」プログラム等の作成と県内臨床心理士による相談窓口の設置による個に応じた対応を

関係機関と連携しながら実施 

・ 「いわての復興教育」の実践事例の収集と活用 

 中期的な取組 

・ 児童生徒の心の相談経過を記録できる「こころのファイル（仮称）」を学校に配付し、作

成ファイルを関係者で共有するなど、中長期にわたる児童生徒の心のサポートを推進 

・ 「いわての復興教育」プログラムの見直しの検討と各学校における実践事例の交流 

・ 災害等の発生時に応急避難場所としての機能を果たすことができる防災機能を兼ね備えた

学校施設整備の推進 

・ 被災児童生徒が在籍する各学校の状況に応じた教職員の配置と人材登用  

・ 「いわての学び希望基金」を活用した給付型奨学金制度や、児童生徒が交流するための施

設等の整備による継続的な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

きめ細かな学校教育の実践と教育環境の整備・充実 

「こころのファイル(仮称)」の配付と 
組織的・継続的にサポートができる 

体制の強化            

 
「いわての復興教育」プログラム 
の見直しの検討と実践事例の交流 

 
「いわての学び希望基金」を活用した給付型奨学金制度
や、児童生徒が交流するための施設の整備による支援                     

 

各学校の状況に応じた教職員の配置と人材登用 

 
「いわての復興教育」の 
実践事例の収集と活用 

 
 「いわての復興教育」プログラム 

を平成 24 年１月までに作成           
       

サポートチームの派遣及び 
サポートプログラム等の作 
成、相談窓口の設置    

 

 
県内外の臨床心理士の派遣 
と心のサポート体制の構築 

 
被災児童生徒の学習支援等のための
加配教員を小・中学校に 201 人、 
県立学校に 34 人配置 

 
「いわての学び希望基金」を活用し
た給付型奨学金制度の創設 

 
防災機能を強化した 
学校施設整備の推進 

 
学校施設の復旧整備と通学手段の確保 
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 「暮らし」の再建 Ⅲ 教育・文化 

 

 
 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 文化財レスキュー等による被災地域の歴史資料や文化財等の修復と保存 

 短期的な取組 

・ 地域の文化芸術の拠点となる文化芸術施設等の復旧及び機能回復への支援 

・ 文化芸術の鑑賞機会や交流の場の提供による被災者等の支援 

・ 被災地域の中で守り育まれてきた伝統的な民俗芸能の再興支援 

・ 地域における文化芸術活動への支援 

・ 被災地域の復興に係る開発事業との調整、埋蔵文化財調査体制の確立・調査の推進 

 中期的な取組 

・ 文化芸術施設等整備の支援 

・ 被災地域の歴史資料、文化財等を学校教育の中で活用し、郷土の歴史や文化の理解を促進 

・ 被災地域の伝統的な民俗芸能の公演機会の確保や、学校と連携した民俗芸能の継承者の育

成等による保存、継承への支援 

・ 埋蔵文化財調査の継続と出土した資料の整理及び活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

概 要                       

文化芸術活動の早期復興を図るため、文化芸術施設等の機能回復を支援するととも

に、被災地域の伝統的な文化芸術や文化財の保存と継承、活用を支援 

 

取組項目② 文化芸術環境の整備や伝統文化等の保存と継承 

文化芸術環境の整備や伝統文化等の保存と継承 

                        
被災地域の歴史資料や文化財等を活用し、学校 
教育の中で郷土の歴史や文化の理解を促進    

  
文化財レスキュー等と地域や関係機関が連携 
した歴史資料や文化財等の修復・保存 

 
被災地域の伝統的な民俗芸能 
の再興支援 

 
文化芸術施設等の復旧及び機能回復支援 

 
試掘調査、発掘調査の継続及び 
出土遺物、発掘調査結果等の 
整理、活用 

  
被災地域の復興に係る開発事業の早期把握と支援、 
埋蔵文化財の試掘調査結果に基づく発掘調査計画の策定 

 
 

被災地域の伝統的な民俗芸能 
の保存、継承への支援 
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 「暮らし」の再建 Ⅳ 地域コミュニティ 

  

  

  

 

■ 基本的考え方 

 従前の住民相互のコミュニケーションを維持するとともに、地域の結束力が更に強まるよ

う、復旧・復興段階に応じた地域コミュニティ活動の環境を整える。 

さらに、全ての人が安心して地域で生活できるよう、高齢者や障がい者を住民相互で支え

合う等の「福祉のまちづくり」の観点も取り入れながら、地域コミュニティ活動の活性化に

向けた取組を支援する。 

また、被災地域等の住民、NPO、企業など「新しい公共」の担い手が主役となって市町

村と協働して進める復興のまちづくりを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 地域コミュニティの再生・活性化策 

 

 

「暮らし」の再建 

ⅣⅣ  地地域域ココミミュュニニテティィ  

概 要                       

被災地域の自立的復興を促進するための地域コミュニティの再生・活性化に向けた取

組の支援や、福祉コミュニティを確立するための体制づくり、地域の結束力の強化に向

けた郷土芸能や文化活動を支援 

取組項目① 地域コミュニティの再生・活性化 
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 「暮らし」の再建 Ⅳ 地域コミュニティ 

 緊急的な取組 

・ 地域コミュニティに配慮した仮設住宅入居の促進とコミュニケーション維持のための仮設

集会施設等の整備支援 

・ 応急仮設住宅等における高齢者や障がい者等の孤立化の防止や必要な福祉サービスを受け

られる体制を構築 

 短期的な取組 

・ 地域コミュニティ活動をリード・サポートする人材の育成とイベント開催などの地域づく

り活動の支援 

・ 「新しい公共」の担い手であるＮＰＯや企業等が主体となって取り組む復興活動を支援 

・ 伝統文化等地域資源を活かした地域づくり活動の支援 

・ 高齢者や障がい者等の要援護者に対する災害時支援体制づくりの推進 

・ 障がい者が地域で生活できる環境づくりを支援するため、障がい者の就労を支援 

 中期的な取組 

・ 地域コミュニティ再生に向けたプラン作成・実践活動、コミュニティ間の連携、広域的な

取組等への支援 

・ 被災地域の全ての住民が安心して生活できるようにするため、住民等の主体的な参画によ

り地域全体で高齢者や障がい者等の要援護者の生活を支援する体制づくりを推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

≪≪≫≫地地域域ココミミュュニニテティィのの維維持持・・再再生生  

  

  

  

  

地域コミュニティの再生・活性化 

「新しい公共」の担い手であるＮＰＯや企業等が主体となって取り組む 
復興活動を支援  

 

地域コミュニティに配慮した仮設住宅入居の
促進とコミュニュケーション維持のための仮
設集会施設等の整備支援 

障がい者就労支援事業所の販路確保等を 
支援する拠点の整備           

               
  
           

                                住民参加による高齢者や障がい者等への 
生活支援サービスの創出や運営を支援    

 
  
  

地域福祉活動コーディネーターによる 
被災地域の新たな支え合いづくり 

 
           

沿岸市町村社会福祉協議会への生活支援相談
員の配置と被災者への福祉的見守り・支援ネ
ットワークづくり 

・平成23年８月から生活支援
相談員（101人）を順次配置 
・平成23年度内に支援ネット
ワークを構築 

災害ボランティア活動の推進、福祉専門職 
による災害時支援体制の構築、要援護者デ 
ータベースの構築            

  
           

地域コミュニティ再生に向けたプラン 
作成・実践活動、地域コミュニティ間 
の連携、広域的な取組等への支援   

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

伝統文化等地域資源を生か 
した地域づくり活動の支援 

地域コミュニティ活動をリード・サ 
ポートする人材の育成とイベント開 
催などの地域づくり活動の支援   
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 「暮らし」の再建 Ⅴ 市町村行政機能 

 

  

  

 

■ 基本的考え方 

  地域住民の安全・安心の確保のため、被災により住民に対する行政サービスの提供に支障

が生じている市町村の行政機能の早期復旧を支援し、市町村が地域住民とともに新しいまち

づくりのグランドデザイン（全体構想）を描ける環境を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急的な取組 

・ 県内外の自治体や県からの職員の派遣による人的支援と公的機関の機能等の早期復旧に

向けた支援 

 短期的な取組 

・ 復興計画等の策定や復興事業の実施等を行う市町村への技術的な助言 

 中期的な取組 

・ 被災市町村が地方自治法に定める機関等の共同設置や事務の委託など、市町村間の連携を

必要とする場合の助言・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
緊急的な取組 

 
短期的な取組 中期的な取組 

復興への歩み                    

概 要                       

被災市町村が早急に十分な行政サービスを提供することが可能となるよう、行政機能の

回復のために、人的支援や技術的助言などを実施 

取組項目① 行政機能の回復 

行政機能の回復 

 平成23年4月末までの応急措置 
の支援 延べ約21,600人 

復興計画等の策定や復興事業の 
実施等を行う市町村へ技術的な 
助言                        

被災市町村が機関等の共同設置 
や事務の委託など、市町村間の 
連携を必要とする場合の助言  

    

県内外の自治体や県からの職員の 
派遣による人的支援と公的機関の 
機能等の早期復旧に向けた支援  

「暮らし」の再建 

ⅤⅤ  市市町町村村行行政政機機能能  


